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【あんぽ柿】 

 相場は保合いとなっております。本県産あんぽ柿の出荷量が減少し、売り場面積を狭めながらの販売となって

おります。果実全般の荷動きの悪さから、あんぽ柿の引き合いも弱まっている状況です。今後は売り先を絞り、

相場を上げての販売を見込んでいます。 

  

 【単価】平 箱  蜂 屋 5L 1,500 4L 1500 

トレー  蜂 屋 5L 420-400  4L 450-430  3L 430 

 

 

【いちご】 

 栃木県産の出荷増で仲卸・量販店ともに在庫を多く抱えた中で、相場を下げ荷動き優先の販売が続いています。

今後は気温が上がりイタミが発生する前に、相場を下げ特売等を組み荷動き優先の販売となる見込みです。 

 

 【単価】２Ｌ 400-350   Ｌ 400-350   Ａ370-320 

 

 

【に ら】 

 全国的な入荷量は横ばい、当管内は 3 番刈り中心の出荷で数量は減少傾向で相場は保合いとなっております。

他の葉菜類が増量し相場を下げる見込みから、にらについても相場は弱保合いとなる見通しです。 

 

 【単価】ＡＬ（100g束）90-70 

 

 

【春 菊】 

 関東や本県産の入荷は減少傾向、当管内も大口出荷者が終了し始めており減少傾向です。しかし気温の上昇に

より鍋物野菜については末端の売り場縮小が始まっている状況です。荷動きを止めないよう弱保合いで相場の

展開がされています。 

 

 【単価】ＡＬ（150g袋）120-80 

 

 

 


